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The authors investigated the effects of the graphite nodulizing agent， R・.Ca・Si etc. 
for cast iron on the various conditions. 
And obtained the suitable percentages of the agent mixture to produce strong 
ductile cast iron. 
1 . 緒 言
球状黒鉛鋳鉄製造用 と してはいろいろな方法が行な
われてい るが地元の会社で製造してい る添加剤につい
て若干の実験を試みた。 供試材料と しては試験用キ ュ
ポ ラから出た湯に対して行な った。 添加剤の内容につ
いては既に一般に知られてい る通 り であ るが， こ こ で
は供試材に対して主と して添加量の影響について試験
を行た った。
球状化弗U (R-Ca-Si)， フ ラ ッ ク ス (MgF2) お よ
び接種剤 (Ca←Si お よ びAC) な どの添加量の割合お
よ び添加方法な どについての影響な らびにR-Ca-Si
粉末状態の効果等な どを数回の出湯に対して検討を行
なった。
2 . 実 験 方 法
こ の実験に用いた炉は既に本誌に発表されたこ と の
あ る当学部に設置されてい るキ ュ ポ ラ で， 熔解鉄原料
には新銑， 自製鉄お よ び鋼屑の一定割合に配合した も
のを用いた。 鋳鉄の黒鉛球状化のために用いた添加剤
は， 球状化剤 (R-Ca-Si)， フ ラ ッ ク ス (MgF.)，
接種剤 (Ca-Siま たはAC) で， こ の う ちの R-Ca­
Siお よ び AC の化学組成は表ー 1 に示す通 り であ る。
試料採取用の鋳型には生砂型を用いたが， ダク タ イ
ル鋳鉄の特徴と して多量の押湯を必要とするので， 一
般に用い られてい る Y ブ、 ロ ッ ク と し図- 1 に示すよ う
な砂型を作 れ 出湯時に タ ッ プホ ールから直接湯汲み
に約15kgの溶湯を受け， これに球状化処理を施した後
上部の砂型に注入した。 表- 1 お よ び表-2 に示すよ
う に球状化処理法は二つのグルー プに大別され， 第 1
グ、 ノレ ールのA�Dは添加剤の添加方法の影響を調べ る
こ と を 目 的と してお り ， No.1はR-Ca-Si， MgF2 お
よ び Ca-Si を同時に溶湯に添加し充分添加剤が溶け
込む ま で 軟鋼棒で 撹持してから 生型に 注入 したが，
No. 2 お よ び No. 3 は接種剤に AC を用L 、 ， 前者は
球状化剤およ びフ ラ ッ ク スを同時に添加して撹持後接
種剤を添加したのに対し， 後者は三者を同時に添加し
た。 第 2 のグルー プでは添加剤jの量的割合を種々変え
て添加効果を種々比較検討した。 こ の場合の接種剤は
後から加えた。 なおヲ i張試験棒の仕上げ寸法は図- 2
に示す。
表- 1 添 加 剤 の 化 学 組 成
化 主寸並一. 組 成
添 方日 済
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3 . 総 括
R-Ca-Si 1 . 5%程度 MgFz 0 . 5%以上の場合が抗
張力， 伸び等に有効であ る。 ま た フ ラ ッ ク スや接種剤
は0 . 5% よ り 0 . 6%の方が結果が良 く な っ てい る。 球状
化剤およ びフ ラ ッ ク ス と接種剤を別々に処理して も 同
時に処理して も効果に大差は認められなかった。 なお
粉末状添加剤は こ の ま ま では大きな期待が寄せられな
い こ と な ど も こ の実験に よ っ て分った (表一 1 参照〕
ま た フ ラ ッ ク スを 0 . 5， 0 . 7， 0 . 8 %お よ び接種剤を
0 . 5， 0 . 7， 1 . 0， 1 . 5%球状化剤を 1 . 3， 1 . 5， 2 . 0  %に
夫々変化してみた場合の効果を調べた結果もやは り フ
ラ ッ ク スや接種剤を多 く した方が抗張力が高 く 現われ
る。 ま た球状化剤は 1 . 5 %前後あれば充分であ る こ と
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添 加 剤 %
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0 . 4810 . 71 Ca -Si 
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なお， こ の実験では伸びが少な く 2 . 5% 以上は出な
かったが， 別の実験では R←Ca-Si 2 . 5%， MgF2 
0 . 5%で処理後の組成C3 . 36%， Si 2 . 88%， Mn 0 . 64 
%， P 0 . 063%， S 0 . 011%の場合抗張力58 . 30kgj伽2
伸び 7 . 6% 程度は得られてい るO
いずれ も元湯の硫黄含有が多かった り その他の成分
に も 問題があ り 全般的に添加量が多 く な ら ざるを得な
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い。 今回は添加量の影響を主と して検討したが， なお
実験を継続中であ る
本実験は添加剤の製造会社である東化工の奥技師の
種々協力を受けて行な った も のであ っ て こ こに感謝の
意を表する次第です。
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